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１．はじめに
１.１．研究背景
２０２０年度より実施される改訂学習指導要領においてプログラミング教育が必修化され，
プログラミング教育の指導例の追加を行うことが望まれている（文部科学省 ２０１６）。これ
に伴い，各教育委員会や学校は，先行的にプログラミング教育の実践に取り組んできた。
しかし，プログラミング教育の導入には，かねてより様々な問題が予想されていた。その
一つとして，２０２０年度からプログラミング教育だけではなく道徳や外国語教育の教科化な
どが同時に起こることによる教師の負担増加がある。このような負担を解消するために
は，小学校教員養成課程の大学生（以下，教職志望学生）に対して，プログラミング教育
を導入することが急務である（立田 ２０１７）。よって現在では，教職志望学生にプログラミ
ング教育を学ぶ講義などの場や教材の提供が求められている。

１.２．先行研究
山下（２０１８）は，教職志望学生がプログラミング教育を実施できるようになるためにビ
ジュアルプログラミング言語の１つである Viscuitとレゴマインドストームを用い，授業
実践を行った。その結果として，学生は簡単なプログラミングができ，それを自分の好き
な教科であれば授業ができるようになったと述べている。原田ら（２０１８）は教育実習前に
教職課程３年生の学生が，高校で Scratchを用いたプログラミングの授業を実践するとい
う一連の教育体制を学内外の専門の教員と連携して行った。ここでは，プログラミング教
育の知識の獲得や学習指導案の作成といった授業設計に関する課題意識の深化や，教育実
習に向けた学習意欲の向上が見られた。このように，教職志望学生に対してのプログラミ
ング教育の研究が進んでおり，その結果として学生がプログラミング教育を学び，実践す
ることができることが明らかになっている。これらの研究では，ビジュアルプログラミン
グ言語を用いたプログラミング教育をパーソナルコンピュータの画面上で実行することが
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特徴である。
プログラミングの技術はパーソナルコンピュータの画面上だけでなく，家電製品や施設
設備などにも用いられており，そのような日常生活の中で活用されているプログラミング
の技術に対して児童が理解するためにも，家電製品や施設設備で用いられているプログラ
ミングの技術についてもプログラミング教育の対象とするべきである。そのためには，小
型コンピュータボードを用いてその制御のためのプログラミングを行うことで児童が体験
的にプログラミングに取り組み，日常生活にあるものに用いられているプログラミングを
実感させることが望ましい。ただし，小型コンピュータボードを用いたプログラミング教
育は，新しく実践例が少ないため，ほとんどの教職志望学生が体験していない可能性が高
い。加えて，算数科・理科などの一般的な教科のなかで小型コンピュータボードを用いた
プログラミング教育となれば，ほとんどの教職志望学生にとって未知のものとなる。特に
算数科は，理科や総合的な学習の時間などに比べ概念的な内容を扱うことが多いため，日
常生活と学習内容を結びつけるための工夫がより一層必要である。プログラミング教育は
教科の学習目標を達成するためだけの手段ではなく，情報活用能力という学習の基盤とな
る能力（コンピテンシー）向上というねらいがあるため，一般的な教科のなかであっても
プログラミング教育がめざす内容については安易に無視してはいけない。このようなプロ
グラミング教育について教育経験が乏しい教職志望学生が学ぶためには，教職志望学生の
特性を踏まえた教材が求められる。

１.３．目的・手段
本研究では，小学校算数科に焦点を当て，小学校算数科における小型コンピュータボー
ドを用いたプログラミング教育について，教職志望学生自らの指導に役立てることができ
る教材を作成する。よって，教職志望学生らが小学校算数科における小型コンピュータボー
ドを使ったプログラミング教育について学ぶ教材の開発を本研究の目的とした。
その手段として以下のような手順で行うこととした。
（１）教職志望学生がプログラミング教育の何について学びたいのかを事前に調査する。
（２）その結果を整理したうえで，プログラミング教育の授業実践を行う。
（３）その授業の動画を編集し，指導案と組み合わせた動画教材を作製する。
（４）その動画教材によって学生が授業実践をイメージすることができたか調査を行う。

２．事前調査
２０１９年１２月，長崎大学の教職志望学生４年生で来年度から小学校に勤務する予定の学生
計１９名にアンケート調査を行った。この調査の目的は，プログラミング教育についての動
画教材を開発するにあたって，プログラミング教育のどの点（①概要②プログラミングツー
ル③授業実践）について不安があるのか明らかにすることである。
アンケート調査の結果は表１のようになった。
「①プログラミング教育の概要」については，半数を超える学生が理解していると捉え
ていることがわかった。プログラミング教育が導入されるに当たり，メディアや大学の講
義においてプログラミング教育の概要や Scratchなどのプログラミングツールの操作の基
本について触れることが多かったことが要因であると考えられる。しかし，そのようにプ
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表１ プログラミング教育への不安についてのアンケート結果

１０④「プログラミング教育を導入した授業を見たことがない」
１３③「プログラミング教育をどのように授業に導入するのか分からない。」
１０②「プログラミングツールの使い方が分からない。」
８①「プログラミング教育の概要を理解していない。」

回答人数質 問 項 目

表２ プログラミング教育の授業の流れ

・円周を利用した距離の計測方法を考える。
・円で距離を計測するサポートとしてMicro:bitとプログラミングを学ぶ。
・Micro:bitにプログラミングをする。
・Micro:bitを取り付けた一輪車で距離を測る。

２・３時間目

・長い距離を正確に測る方法を考える。
・長縄，巻尺，とびなわで距離を計測する。
・「円を利用して計測できるのではないか」という考えに導く。

１時間目
活 動時

ログラミング教育の基礎を知っている学生であっても，プログラミング教育をどのように
授業に導入するのかイメージできないという意見が調査結果に表れていた。
この結果から，③「プログラミング教育をどのように授業に導入するのか」に焦点を合
わせ，短時間でプログラミング教育の授業実践をイメージすることができる動画教材を作
製することとした。

３．プログラミング教育の授業実践
３.１．対象
長崎大学教育学部附属小学校 ５年 A組 ８名

３.２．内容
小学５年生算数科単元「円周と直径」において小型コンピュータボードを用いたプログ
ラミング教育の授業実践を全２時間行った。
今回の授業実践ではイギリスの公共放送局である BBC（英国放送協会／British Broad-

casting Corporation）が中心となって開発した教育用の小型コンピュータボードである
Micro:bitを使用した。Micro:bitはプログラミングして操作することがことができ，２５個
の LED，２個のボタンスイッチのほか，加速度センサーと地磁気センサー，無線通信機
能がついている。
授業での大まかな活動の流れは表２のとおりである。

今回の授業実践においては，次のような指導上の工夫を行なった。
○ 子どもたち一人に iPadとMicro:bitを一台ずつ貸与した。
○ 子どもたちはプログラミングの体験が初めてであったため，プログラミングがそもそ
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図１ 動画教材のサムネイル 図２ 動画教材の一部（Micro:bit の説明）

図３ 授業の様子 図４ 子どもの活動の様子

もどのようなものなのか理解しやすいように言葉を選んで説明した。
○ プログラミングを拡大文カードにして黒板に貼り付けたり，教師の iPadを電子黒板

に拡大して提示したりするなど，子どもが一つ一つ理解して授業を進めることができ
るようにした。
授業の撮影は，定点カメラを正面に１つと学生３人に協力してもらい，子どもがプログ
ラミングしている様子などを別々の視点で行った。

４．動画教材の開発
本研究では，小型コンピュータボードを使ったプログラミング教育の授業実践を短時間
でイメージすることができる動画教材をWindows搭載パソコンの「フォト」アプリを使
用して作成した。４５分授業の２回分の動画及び，板書や子どもがプログラミングしている
写真等を組み合わせ，３分１７秒の短時間動画を開発した。教師の説明や子どもがどのよう
な反応をしているのかといった授業風景を収め，視聴者がイメージできるように「導入」
「展開」「まとめ」の各重要場面の動画を倍速で再生し，説明とナレーションを加えた。
作成にあたっては，子どもがその都度どのような反応をしているのか見ることができる
ようなアングルの動画を選別して編集するとともに，途中にMicro:bitの説明も挿入し
た。
以下が完成した動画教材の一部場面のキャプションである。
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表３ 動画教材視聴に関するアンケート調査項目

④「動画教材を見ることは，疲れない。」（動画教材の手軽さの確認）

③「指導案を見たあと動画教材を見ることで，授業全体の様子がわかった。」（動画視聴と指導案に
よるイメージの確認）

②「指導案だけを見て，授業全体の様子がわかった。（指導案だけでのイメージ）

①「授業動画を見て，小型コンピュータボードを使ったプログラミング教育のイメージが理解でき
た。」（動画教材によるイメージ確認）

質問項目

表４ アンケート調査結果

００３１０④ 動画教材の手軽さの確認
００４９③ 動画視聴と指導案によるイメージの確認
１６５１② 指導案だけでのイメージ
００２１１① 動画教材によるイメージ確認

思わない
あまり
思わない

そう思う
とても
そう思う

質問項目

５．事後調査
５.１．調査の対象
Micro:bitの扱いを学習したことがある長崎大学教育学部の４年生１３名に，動画教材を
提供した。次年度から小学校の教師として就職する予定の学生である。

５.２．調査の方法
まず，本単元の指導案を閲覧して，次に作成した動画教材の視聴後，４件法の質問と自
由記述の質問から構成されるアンケート調査を行った。
４件法の質問の内容は表３のとおりである。

６．結論
６.１．調査の結果
実践後のアンケート調査の結果は以下のとおりである。

これらの結果から，次のことがわかった。
○ 授業動画は，プログラミング教育のイメージを掴むために有効な手段である。
○ 指導案のみを提示した場合は，学生にとってはプログラミング教育の授業イメージを
掴むことは難しい。

○ 短編の動画であれば，学生は授業動画を視聴することに抵抗はない。

次に，自由記述欄には，例えば以下のような回答が見られた。
○ 動画には子どもの活動の様子も収録されており，子どもの反応を掴みやすいと感じ

た。
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○ このような教材があれば，参考にしながらプログラミング教育を授業に取り入れやす
いと感じた。

○ プログラミング教育が分からない人向けに，更に細かい説明をつけると活用の幅が広
がりそうだと思った。

６.２．本研究の考察
今回の４件法によるアンケート調査によって，小型コンピュータボードを用いたプログ
ラミング教育の授業実践をイメージすることが動画教材によって可能であることが明らか
になった。
経験のある教員にとって，自分の目で授業を直接参観することによる意義は大きい。一
方で，本研究の対象である教職志望学生にとっては，Micro:bitを用いたプログラミング
教育の授業の趣旨やねらいなどを理解する上で動画教材は有効であった。また，作成した
動画教材において留意点などの説明を加えることで，授業の実践的課題や工夫を捉えやす
くすることが可能になった。学生は，指導案だけではプログラミング学習をイメージする
ことを難しいと感じていたが，動画教材のもつ「手軽さ」がその支援策として適切であっ
たと考えられる。

６.３．今後の展望
今回は，算数科における問題解決過程などと関連させて，プログラミング的思考の育成
を図る授業イメージを掴むことができる指導用教材を開発した。今後は，この研究の成果
生かして，理科における同様の指導用教材の開発について検討したい。
さらに，授業のイメージ化を図る動画教材の作成は，プログラミング教育だけではなく
汎用性を持つ有効な手段であるという示唆を得た。今後の展望として，教員養成段階にお
けるカリキュラム開発研究の一事例として，職能成長に直結する教育方法論の構築に向け
た研究の展開への活用について，その有効性を検討していくことを想定している。
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